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【
事
実
】
債
権
者
Ｘ
社
は
司
法
試
験
等
の
受
験
指
導
等
を
行

う
従
業
員
数
約
六
○
○
名
、
年
間
売
上
げ
約
二
○
億
円
の
企

業
で
あ
る
。
債
務
者
曲
は
昭
和
五
六
年
以
降
Ｘ
社
の
看
板
専
任

講
師
と
し
て
司
法
試
験
の
指
導
に
携
わ
り
、
昭
和
六
一
年
四
月

に
は
監
査
役
に
就
任
し
、
Ｘ
社
の
最
高
幹
部
と
し
て
の
業
務
を

遂
行
し
て
い
た
。
ま
た
凶
は
昭
和
五
七
年
こ
ろ
か
ら
Ｘ
社
に
お

い
て
働
く
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
九
年
五
月
に
取
締
役
に
就
任

し
、
昭
和
六
一
年
四
月
か
ら
平
成
五
年
一
二
月
ま
で
代
表
取
締

役
の
、
そ
の
後
平
成
六
年
三
月
ま
で
監
査
役
の
地
位
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
職
務
内
容
は
監
査
業
務
で
は
な
く
、
Ｘ
社
の
本
部
の

移
転
や
講
義
の
点
検
管
理
等
で
あ
っ
た
。

Ｘ
社
で
は
、
同
業
他
社
に
よ
っ
て
引
き
抜
か
れ
た
従
業
員
が

Ｘ
社
の
テ
キ
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
使
用
し

た
た
め
に
、
Ｘ
社
の
役
員
間
に
営
業
秘
密
の
管
理
並
び
に
競
業

避
止
義
務
を
定
め
る
就
業
規
則
及
び
特
約
整
備
の
必
要
性
が
認

識
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
社
は
、
平
成
一
一
一
年
二
月
一
日
の
取

締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
当
初
労
働
契
約
存
続
中
の
競
業
避

止
義
務
を
定
め
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
を
懲
戒
解
雇
事
由
と

し
て
規
定
し
て
い
た
就
業
規
則
の
内
容
を
変
更
し
、
労
働
契
約

存
続
中
の
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
規
定
に
加
え
、
従
業
員
の

退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
条
項
を
新
設
し
て
、
「
従
業

員
は
、
会
社
と
競
合
関
係
に
た
つ
企
業
に
就
職
、
出
向
、
役
員

就
任
、
そ
の
他
形
態
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
退
職
後
二
年
以
内
は

関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。
従
業
員
は
、
会
社
と
競
合
関
係
に
た

つ
事
業
を
退
職
後
二
年
以
内
に
み
ず
か
ら
開
業
し
て
は
な
ら
な

い
。
」
と
規
定
し
、
平
成
三
年
二
月
二
○
日
右
就
業
規
則
の

変
更
を
所
轄
の
中
央
労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
た
（
以
下
右

一
一
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め

る
就

業
規

則
及

び
特

約
に

基
づ

く

差
止
請
求
の
可
否
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に
よ
り
変
更
さ
れ
た
Ｘ
社
の
就
業
規
則
を
「
本
件
就
業
規
則
」

と
い
い
、
右
変
更
を
「
本
件
就
業
規
則
の
変
更
」
と
い
う
。
）
。

Ｘ
社
は
、
本
件
就
業
規
則
の
変
更
に
先
立
っ
て
、
平
成
三
年

一
○
月
、
従
業
員
に
「
４
当
社
の
企
業
秘
密
に
つ
い
て
は
、

別
に
定
め
る
当
社
の
「
企
業
秘
密
管
理
規
定
」
を
遵
守
す
る
こ

と
。
５
当
社
を
退
職
し
た
後
も
下
記
の
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

⑩
当
社
と
競
合
関
係
に
た
つ
企
業
に
就
職
、
出
向
、
役
員
就
任
、

そ
の
他
形
態
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
二
年
以
内
に
関
与
す
る
こ
と
。

②
当
社
と
競
業
関
係
に
た
つ
事
業
を
自
ら
二
年
以
内
に
開
業
す

る
こ
と
。
６
上
記
４
，
５
に
違
反
し
て
、
当
社
に
損
害
が
生

じ
た
場
合
は
、
そ
の
生
じ
た
損
害
に
つ
き
賠
償
責
任
を
負
う
こ

と
。
」
と
記
載
さ
れ
た
誓
約
書
（
以
下
「
本
件
従
業
員
誓
約
書
」

と
い
う
。
）
に
署
名
捺
印
さ
せ
て
こ
れ
を
提
出
さ
せ
た
。
ま
た
、

Ｘ
社
は
、
平
成
三
年
一
○
月
一
八
日
な
い
し
一
二
日
に
、
当
時

各
取
締
役
及
び
監
査
役
に
、
本
件
従
業
員
誓
約
書
に
定
め
ら
れ

た
４
を
除
い
て
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
誓
約
書
（
以
下
、
「
本

件
役
員
誓
約
書
」
と
い
う
。
）
に
署
名
捺
印
さ
せ
て
こ
れ
を
提
出

さ
せ
た
。
ま
た
、
平
成
四
年
六
月
一
一
七
日
の
Ｘ
社
の
取
締
役
会

に
お
い
て
、
従
業
員
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
条

項
と
同
様
の
条
項
を
定
め
た
役
員
就
業
規
則
が
作
成
さ
れ
た

（
以
下
、
「
本
件
役
員
就
業
規
則
」
と
い
う
。
）
ほ
か
、
従
業
員

が
退
職
す
る
際
に
は
、
本
件
従
業
員
就
業
規
則
に
規
定
す
る
４

を
「
２
わ
た
く
し
が
業
務
上
知
り
得
た
貴
社
の
秘
密
、
ノ
ウ

ハ
ウ
等
は
退
社
後
は
絶
対
に
他
人
に
漏
洩
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
と

定
め
る
の
を
除
い
て
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
を
規
定
す
る
「
貴

社
の
企
業
秘
密
保
持
に
関
す
る
誓
約
書
」
に
署
名
捺
印
さ
せ
て

こ
れ
を
提
出
さ
せ
る
扱
い
に
し
て
い
る
が
、
昭
ら
は
提
出
し
て

い
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
規
則
な
い
し
規
程
に
よ
っ
て

Ｘ
の
保
護
さ
れ
る
べ
き
営
業
秘
密
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の

は
、
「
Ａ
」
と
呼
ば
れ
る
業
務
系
列
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
と

「
文
書
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
作
成
系
の
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
二
元
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

「
Ａ
」
は
顧
客
情
報
で
あ
る
受
講
生
に
関
ま
る
取
引
デ
ー
タ
、

受
講
履
歴
、
住
所
、
成
績
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
お
り
、
ユ
ー
ザ

ー
Ｉ
Ｄ
と
こ
れ
に
基
づ
く
パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
与
さ
れ
た
特
定
の

社
員
だ
け
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。
文

書
管
理
デ
ー
タ
ベ
１
ス
は
、
各
種
国
家
試
験
の
教
材
の
開
発
、

作
成
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
過
去

の
司
法
試
験
問
題
等
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と

こ
れ
に
基
づ
く
パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
与
さ
れ
た
ご
く
少
数
の
教
材

類
の
作
成
に
関
与
す
る
者
だ
け
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
と
さ



判例時報1579号 212(判例評論454号５８）

【
判
旨
】
却
下
。

｜
「
退
職
し
た
役
員
又
は
労
働
者
が
特
約
に
基
づ
き
競
業
避

止
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
使
用
者
は
、
退
職
し
た
役
員
又
は
労

働
者
に
対
し
：
…
・
当
該
特
約
に
基
づ
き
：
…
・
競
業
行
為
の
差
止
め

を
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
競
業
行

為
の
差
止
請
求
は
、
職
業
選
択
の
自
由
を
直
接
制
限
す
る
も
の
で

あ
り
、
退
職
し
た
役
員
又
は
労
働
者
に
与
え
る
不
利
益
が
大
き
い

こ
と
に
加
え
、
損
害
賠
償
請
求
の
よ
う
に
現
実
の
損
害
の
発
生
、

義
務
違
反
と
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
を
要
し
な
い
た
め
濫
用
の

虞
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
差
止
請
求
を
す
る
に
当
た
つ

れ
て
い
た
。

ま
た
、
Ｍ
は
、
Ｘ
社
の
会
長
の
肩
書
を
有
し
Ｘ
社
の
意
思
決

定
の
権
限
を
有
す
る
訴
外
Ｚ
と
の
間
で
、
Ｚ
が
Ｘ
社
の
た
め
に

す
る
こ
と
を
示
し
て
、
平
成
七
年
四
月
二
四
日
、
覚
え
書
を
取

り
交
わ
し
て
次
の
内
容
の
合
意
を
し
た
。
Ｈ
Ｘ
社
は
Ⅱ
の
行
っ

た
二
年
分
の
講
義
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
及
び
教
材
を
引
き
渡
す
。

口
Ｈ
は
、
Ｍ
が
行
っ
た
講
義
に
関
す
る
制
作
物
一
切
の
著
作

権
・
編
集
権
が
Ｘ
社
に
帰
属
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
口
Ｍ
は
、

Ｘ
社
を
退
職
後
、
Ｘ
社
と
競
合
す
る
他
社
の
業
務
に
参
画
し
、

若
し
く
は
、
Ｍ
が
Ⅵ
以
外
の
者
と
と
も
に
、
又
は
そ
の
者
の
下

で
、
あ
る
い
は
単
独
で
、
Ｘ
社
と
競
合
す
る
業
務
を
行
う
場
合

は
、
事
前
に
Ｘ
社
と
協
議
す
る
。
た
だ
し
、
昭
は
Ｗ
経
営
学
院

及
び
Ｔ
法
律
研
究
所
と
は
、
今
後
一
切
関
わ
り
を
持
た
な
い
。

四
同
昭
は
在
職
中
、
知
り
得
た
業
務
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
・
秘
密

を
漏
洩
し
な
い
。
⑰
Ｘ
社
は
、
Ｍ
に
対
し
、
退
職
金
一
○
○
○

万
円
を
支
払
う
。
（
以
下
「
本
件
覚
書
」
と
い
う
。
）

Ｍ
は
、
平
成
七
年
五
月
に
Ｘ
社
を
退
職
し
、
既
に
退
職
し
て

い
た
昭
ら
と
と
も
に
司
法
試
験
等
の
受
験
指
導
を
目
的
と
す
る

訴
外
Ｂ
社
を
設
立
し
た
。
Ｍ
ら
は
、
同
年
六
月
九
日
、
Ｚ
の
ほ

か
Ｘ
社
の
取
締
役
全
員
に
対
し
、
司
法
試
験
受
験
指
導
を
行
う

機
関
を
作
り
、
そ
の
指
導
を
行
う
こ
と
を
告
げ
た
う
え
「
Ｍ
の

司
法
試
験
塾
」
の
講
座
に
入
会
す
る
よ
う
勧
誘
・
募
集
し
、
講
座

は
同
年
一
○
月
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
社

が
Ⅲ
に
対
し
従
業
員
就
業
規
則
、
役
員
就
業
規
則
及
び
個
別
の

特
約
に
基
づ
き
、
昭
に
対
し
役
員
就
業
規
則
及
び
従
業
員
就
業

規
則
に
基
づ
き
、
Ｂ
社
が
営
業
主
体
と
な
っ
て
い
る
司
法
試
験

受
験
予
備
校
の
営
業
等
の
差
止
を
求
め
て
仮
処
分
の
申
立
を
し

た
の
が
本
件
で
あ
る
。

て
は
、
実
体
法
上
の
要
件
と
し
て
当
該
競
業
行
為
に
よ
り
使
用
者

が
営
業
上
の
利
益
を
現
に
侵
害
さ
れ
、
又
は
侵
害
さ
れ
る
具
体
的

な
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
要
し
、
右
の
要
件
を
備
え
て
い
る
と
き

に
限
り
、
競
業
行
為
の
差
止
め
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

二
Ｈ
「
Ｈ
は
、
監
査
役
を
兼
ね
な
が
ら
、
Ｘ
の
指
揮
監
督

下
に
お
い
て
労
働
力
を
提
供
し
て
賃
金
を
得
て
い
た
者
で
あ
り
、

Ｘ
の
従
業
員
（
労
働
者
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」

口
「
辺
は
代
表
取
締
役
辞
任
後
平
成
六
年
三
月
ま
で
Ｘ
の
従

業
員
と
し
て
職
務
遂
行
に
当
た
っ
て
い
た
。
」

三
Ｈ
「
労
働
者
は
、
労
働
契
約
に
付
随
す
る
義
務
と
し
て

使
用
者
の
事
業
目
的
に
反
し
そ
の
利
益
を
損
な
う
競
業
行
為
を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
義
務
（
競
業
避
止
義
務
）
を
負
う
が
、
労
働
契

約
終
了
後
は
、
職
業
選
択
の
自
由
の
行
使
と
し
て
競
業
行
為
で
あ

っ
て
も
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
労
働
契

約
終
了
後
ま
で
右
競
業
避
止
義
務
を
当
然
に
一
般
的
に
負
う
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
定
の
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
は
、
実
定
法

上
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
す
べ
き
場
合
が
あ

る
。
」ロ
労
働
者
の
職
務
内
容
が
使
用
者
の
営
業
秘
密
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
労
働
契
約
関
係
の
成
立
・
維
持
の
た
め
に
労
働

契
約
終
了
後
も
一
定
範
囲
で
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
認
め
ざ
る
を

得
な
い
場
合
に
お
い
て
、
退
職
後
の
労
働
者
の
競
業
行
為
が
不
可

避
的
に
元
の
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
使
用
を
伴
う
も
の
で
あ
る
限

り
、
「
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
競
業
避
止

義
務
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
労
働
契
約
終
了
後
で

あ
っ
て
も
一
定
範
囲
で
競
業
避
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
労

働
者
の
職
務
内
容
が
使
用
者
の
営
業
秘
密
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
労
働
者
が
職
務
遂
行
上
知
っ
た
使
用
者
の
秘
密
に
つ
い
て

は
、
労
働
契
約
終
了
後
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
漏
洩
し
な
い
と
い
う

信
頼
関
係
が
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
に
基
づ

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
七
号
、

四
条
、
三
条
一
項
は
、
「
不
正
の
競
業
そ
の
他
の
不
正
の
利
益
を

得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ

の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
又
は
開
示
す
る
行
為
を
不
正
競
争
と

し
、
損
害
賠
償
請
求
及
び
差
止
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
同

法
の
右
規
定
は
、
労
働
者
が
信
義
則
上
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
負

う
た
め
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
す
べ
き
場
合

に
つ
き
そ
の
要
件
及
び
効
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
当
事
者
間
の
契
約
な
く
し
て
実
定
法
上
労
働
契
約
終
了
後
の

競
業
避
止
義
務
を
肯
定
し
得
る
の
は
同
法
の
右
規
定
が
定
め
て
い

る
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

口
使
用
者
が
、
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
特
約
を
締
結

す
る
理
由
は
、
労
働
者
の
競
業
行
為
に
よ
る
営
業
秘
密
の
不
正
使

用
の
防
止
、
労
働
者
が
職
務
上
知
り
え
た
営
業
秘
密
に
当
た
ら
な

い
秘
密
情
報
の
使
用
防
止
、
労
働
者
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
崩
壊
防
止
、
さ
ら
に
職
務
遂
行
を
通
じ
て
力
を
蓄
え

た
労
働
者
が
退
職
後
に
競
業
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る

事
実
上
の
不
利
益
を
避
け
た
い
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
。
そ
の
い

ず
れ
の
場
合
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特

約
が
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
と
な
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当

た
っ
て
考
慮
す
べ
き
事
情
、
そ
の
価
値
評
価
の
在
り
方
は
異
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
「
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
が
約
定
さ
れ

た
の
が
、
も
と
も
と
当
事
者
間
の
契
約
な
く
し
て
実
定
法
上
労
働

契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
し
得
る
場
合
に
つ
い
て
で

あ
り
、
競
業
禁
止
期
間
、
禁
止
さ
れ
る
競
業
行
為
の
範
囲
、
場
所

に
つ
き
約
定
し
、
競
業
避
止
義
務
の
内
容
を
具
体
化
し
た
と
い
う

意
味
を
有
す
る
と
き
に
は
、
当
該
約
定
は
、
競
業
行
為
の
禁
止
の

内
容
が
不
当
な
も
の
で
な
い
限
り
原
則
と
し
て
有
効
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
は
な
く
競
業
避
止
義
務

を
合
意
に
よ
り
創
出
す
る
場
合
に
は
、
労
働
者
は
、
も
と
も
と
そ

の
よ
う
な
義
務
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
ら
使
用
者
の
利
益

確
保
の
た
め
に
特
約
に
よ
り
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
負
担
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
が
確
保
し
よ
う
と
す
る
利
益
に
照
ら

し
、
競
業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
ま
っ
て
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お
り
、
か
つ
、
十
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
労
働
者
は
、
使
用
者
が
定
め
る
契
約
内
容

に
従
っ
て
付
従
的
に
契
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
立
た

さ
れ
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
立
場
上
の
差
を
利
用
し

て
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
が
安
易
に
約
定
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
右
の
よ
う
に
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
右
の
理
は
、
就
業
規
則
に
お
い
て
労
働
者
の
労
働
契
約
終
了

後
の
競
業
避
止
義
務
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
合
理
性
を
吟

味
す
る
に
当
た
っ
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
」

四
Ｈ
「
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
の
負
担
は
、

そ
れ
が
労
働
契
約
終
了
後
の
法
律
関
係
で
あ
る
一
事
を
も
っ
て
就

業
規
則
に
よ
る
規
律
の
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
自
体
を
否
定
す
る

理
由
は
な
く
、
労
働
者
に
不
利
益
な
労
働
条
件
を
一
方
的
に
課
す

る
就
業
規
則
の
作
成
又
は
変
更
の
許
否
に
関
す
る
判
例
法
理
：
．
…

に
照
ら
し
て
そ
の
拘
束
力
の
有
無
を
判
断
す
べ
き
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。
：
…
・
労
働
者
は
、
労
働
契
約
終
了
後
は
、
職

業
選
択
の
自
由
の
行
使
と
し
て
競
業
行
為
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
労
働
契
約
終
了
後
ま
で
一

般
的
に
競
業
避
止
義
務
を
当
然
に
負
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
就
業
規
則
の
作
成
又
は
変
更
に
よ
っ
て
労
働
者
に
労
働
契

約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
を
一
方
的
に
課
す
る
こ
と
は
、
労
働

者
の
重
要
な
権
利
に
関
し
実
質
的
な
不
利
益
を
及
ぼ
す
も
の
と
し

て
原
則
と
し
て
許
さ
れ
ず
、
労
働
者
の
職
務
内
容
が
使
用
者
の
営

業
秘
密
に
直
接
関
わ
る
な
ど
、
労
働
者
の
職
務
内
容
が
使
用
者
の

保
護
に
値
す
る
秘
密
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
使
用
者
と
労

働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
関
係
に
、
労
働
者
が
職
務
遂
行
上
知
っ

た
使
用
者
の
秘
密
を
労
働
契
約
終
了
後
で
あ
っ
て
も
漏
洩
し
な
い

と
い
う
信
頼
関
係
が
内
在
し
、
労
働
者
に
退
職
後
ま
で
競
業
避
止

義
務
を
課
さ
な
け
れ
ば
使
用
者
の
保
護
さ
れ
る
べ
き
正
当
な
利
益

が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
か
つ
相
当
な

限
度
で
競
業
避
止
義
務
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
り
、
そ

の
合
理
性
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
右
の
合
理
性
の
判
断
に
当

た
っ
て
は
、
労
働
者
の
不
利
益
に
対
す
る
代
償
措
置
と
し
て
ど
の

よ
う
な
措
置
が
執
ら
れ
た
か
、
代
償
措
置
が
執
ら
れ
て
い
な
い
と

し
て
も
、
当
該
就
業
規
則
の
作
成
又
は
変
更
に
関
連
す
る
賃
金
、

退
職
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
の
改
善
状
況
が
存
す
る
か
が
、
補
完

事
由
と
し
て
考
慮
の
対
象
と
な
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

口
「
Ｘ
の
万
』
と
呼
ば
れ
る
業
務
系
列
の
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
は
、
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ

て
い
る
Ｘ
の
事
業
活
動
に
有
用
な
営
業
上
の
情
報
で
あ
っ
て
公
然

と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
営
業
秘
密
に
相
当
す
る

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
．
．
…
．
Ｘ
の
文
書
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

：
。
…
を
使
用
し
て
受
験
指
導
用
の
教
材
及
び
試
験
問
題
を
作
成
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
営
業
秘
密
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
保
護
に
値
す
る
企
業
秘
密
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
」

口
⑩
「
本
件
就
業
規
則
の
定
め
る
競
業
避
止
義
務
条
項
は
、

そ
の
適
用
対
象
と
な
る
従
業
員
の
職
種
に
つ
い
て
、
文
言
上
は
従

業
員
の
職
務
内
容
が
前
記
認
定
の
使
用
者
の
保
護
に
価
す
る
秘
密

に
関
わ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
Ｐ
従
業
員
一
般
を
対
象
と

す
る
よ
う
に
も
読
め
、
競
業
禁
止
期
間
が
退
職
後
二
年
間
と
い
う

比
較
的
短
期
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
合
理

性
を
欠
く
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
本
件
就
業
規

則
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
条
項
は
、
従
業
員
に
秘
密
保
持
義
務

を
課
す
こ
と
を
前
提
に
、
右
秘
密
保
持
義
務
確
保
の
手
段
と
し
て

従
業
員
に
退
職
後
に
競
業
避
止
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
考
え
る

と
、
従
業
員
の
職
務
内
容
が
前
記
認
定
の
営
業
秘
密
及
び
企
業
秘

密
そ
の
他
の
使
用
者
の
保
護
に
価
す
る
秘
密
に
関
わ
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
限
り
従
業
員
に
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
課
す
も
の

で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

②
「
本
件
就
業
規
則
の
従
業
員
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務

条
項
は
、
労
働
者
が
職
務
遂
行
上
知
っ
た
使
用
者
の
営
業
秘
密
そ

の
他
の
保
護
に
価
す
る
秘
密
を
労
働
契
約
終
了
後
で
あ
っ
て
も
漏

洩
し
な
い
と
い
う
使
用
者
と
の
間
の
労
働
契
約
関
係
に
内
在
す
る

信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
労
働
者
の
退
職
後
の
競
業
避
止

義
務
が
、
Ｘ
社
の
保
護
に
価
す
る
秘
密
に
関
わ
る
一
定
の
従
業
員

に
も
存
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
競
業
禁
止
期
間
を
退
職
後

二
年
間
に
限
定
し
、
競
業
行
為
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
職
種
を
前
記

の
よ
う
に
定
め
た
上
、
場
所
に
つ
い
て
は
特
に
制
約
を
設
け
な
か

っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

内
容
に
と
ど
ま
る
限
り
、
代
償
措
置
を
執
ら
な
く
て
も
不
合
理
な

も
の
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」

③
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務

条
項
を
追
加
し
た
本
件
就
業
規
則
の
変
更
は
、
従
業
員
に
退
職
後

ま
で
競
業
避
止
義
務
を
課
さ
な
け
れ
ば
Ｘ
社
の
保
護
さ
れ
る
べ
き

正
当
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要

か
つ
相
当
な
限
度
で
競
業
避
止
義
務
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
合
理
性
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

側
昭
の
職
務
内
容
に
照
ら
す
と
、
Ⅱ
に
つ
い
て
は
本
件
就
業

規
則
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
条
項
の
適
用
が
あ
る

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
、
Ｍ
は
、
本
件

覚
書
に
定
め
ら
れ
た
合
意
の
と
お
り
事
前
に
Ｘ
社
と
協
議
し
て
、

競
業
行
為
に
及
ん
だ
。
）
こ
れ
に
対
し
、
Ⅲ
に
つ
い
て
は
本
件
就

業
規
則
の
退
職
後
の
就
業
規
則
を
定
め
る
条
項
の
適
用
は
な
い
も

の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

五
Ｈ
「
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
は
、
競
業
行
為
に

よ
る
使
用
者
の
損
害
の
発
生
防
止
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
合
意
で
あ
る
限

り
、
そ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約

を
す
る
こ
と
自
体
を
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
労
働
契
約
の
終
了
後
は
、
職
業
選
択
の
自
由
の
行
使
と

し
て
競
業
行
為
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
原

則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
労
働
者
は
、
使
用
者
が
定
め
る
契
約
内
容
に

従
っ
て
付
従
的
に
契
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
立
た
さ

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
使
用
者
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
立
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場
上
の
差
を
利
用
し
専
ら
自
己
の
利
の
み
を
図
っ
て
競
業
避
止
義

務
を
定
め
る
特
約
を
約
定
さ
せ
る
者
が
な
い
と
は
い
え
な
い
か

ら
、
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
が
公
序

良
俗
に
反
し
て
無
効
と
な
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約

が
、
も
と
も
と
当
事
者
間
の
契
約
な
く
し
て
実
定
法
上
労
働
契
約

終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
し
得
る
場
合
に
つ
い
て
、
競
業

禁
止
期
間
、
禁
止
さ
れ
る
競
業
行
為
の
範
囲
、
場
所
に
つ
き
約
定

し
、
競
業
避
止
義
務
の
内
容
を
具
体
化
し
つ
つ
競
業
避
止
義
務
の

存
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の

よ
う
な
場
合
で
は
な
く
競
業
避
止
義
務
を
合
意
に
よ
り
創
出
す
る

も
の
で
あ
る
の
か
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
に

は
、
競
業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
労
働
者
で
あ
っ
た
者
が
退
職
後

で
あ
っ
て
も
負
う
べ
き
秘
密
保
持
義
務
確
保
の
目
的
の
た
め
に
必

要
か
つ
相
当
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
右

の
限
度
を
超
え
て
い
る
も
の
は
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
と
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
者
が
使
用
者
の
下
で
ど
の
よ

う
な
地
位
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
職
務
に
従
事
し
て
い
た
か
、
当

該
特
約
に
お
い
て
競
業
行
為
を
禁
止
す
る
期
間
、
地
域
及
び
対
象

職
種
が
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
退
職
し
た
役
員
又
は
労

働
者
が
ど
の
よ
う
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
等
の
事
情

を
勘
案
し
、
使
用
者
の
営
業
秘
密
防
衛
の
た
め
に
は
退
職
し
た
労

働
者
に
競
業
避
止
義
務
賦
課
に
よ
る
不
利
益
を
受
忍
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
不
利
益
が
必
要
な
限
度
を
超
え

る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
当

該
特
約
を
有
効
と
判
断
す
る
た
め
に
は
使
用
者
が
競
業
避
止
義
務

賦
課
の
代
償
措
置
を
執
っ
た
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
が
、
補
完
事
由
と
し
て
考
慮
の
対
象
と
な
る
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
の
場
合
に
は
、
労
働
者
は
も

と
も
と
そ
の
よ
う
な
義
務
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
ら
使
用

者
の
利
益
保
護
の
た
め
に
特
約
に
よ
り
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務

を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
が
確
保
し
よ
う
と
す
る

利
益
に
照
ら
し
、
競
業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
か
つ
、
右
競
業
行
為
禁
止
に
よ
り
労
働
者
の

受
け
る
不
利
益
に
対
す
る
十
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て
い
る
こ
と

を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」

口
「
さ
ら
に
、
競
業
避
止
義
務
違
反
又
は
そ
の
違
反
の
虞
が

あ
る
た
め
に
競
業
行
為
の
差
止
め
を
請
求
す
る
に
は
、
当
該
競
業

行
為
に
よ
り
使
用
者
が
営
業
上
の
利
益
を
現
に
侵
害
さ
れ
、
又
は

侵
害
さ
れ
る
具
体
的
な
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
す

る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
り
、
こ
の
実
体
的
要
件
を
許
容
し
な
い
内
容
の
特
約
は
、
公

序
良
俗
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

ロ
「
本
件
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
特
約
は
、
昭
ら
の
役
員

と
し
て
の
地
位
に
伴
う
委
任
契
約
の
内
容
を
な
す
も
の
で
、
労
働

契
約
に
付
随
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
Ｈ
で
述
べ
た
考
え
方
は
、

本
件
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
」

四
⑪
本
件
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
特
約
は
、
競
業
避
止

義
務
を
合
意
に
よ
り
創
出
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
使
用
者
が
確

保
し
よ
う
と
す
る
利
益
が
何
か
自
体
明
ら
か
で
は
な
く
、
競
業
行

為
の
禁
止
さ
れ
る
場
所
の
制
限
が
な
く
、
Ｍ
に
対
し
て
支
払
わ
れ

た
退
職
金
が
そ
の
金
額
が
一
○
○
○
万
円
に
と
ど
ま
り
、
同
Ｈ
の

専
任
講
師
と
し
て
の
貢
献
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
し
、
右
退

職
金
が
監
査
役
退
任
後
二
年
間
の
競
業
避
止
義
務
の
代
償
で
あ
る

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
競
業
禁
止
期
間

が
退
職
後
二
年
間
だ
け
存
す
る
と
い
う
比
較
的
短
期
間
に
限
ら
れ

た
こ
と
を
考
え
て
も
、
…
…
Ｍ
と
Ｘ
社
と
の
間
の
本
件
役
員
誓
約

書
及
び
本
件
役
員
就
業
規
則
に
お
け
る
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務

に
関
す
る
条
項
の
内
容
の
約
定
は
、
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

②
「
昭
一
は
…
：
．
代
表
取
締
役
と
し
て
Ｘ
社
の
営
業
秘
密
を
取

り
扱
い
得
る
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
。
…
：
競
業
行

為
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
職
種
や
場
所
の
点
で
問
題
が
あ
る
こ
と
を

考
え
て
も
、
限
定
的
な
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
秘
栴

保
持
義
務
確
保
の
目
的
の
た
め
に
必
要
か
つ
相
当
な
限
度
を
超
え

て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
前
記
競
業
避
止
義
務
特
約
が

公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

【
評
釈
】
｜
本
決
定
は
、
労
働
契
約
終
了
後
（
遡
江
餌
Ⅷ
）

の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
就
業
規
則
（
剛
粁
卯
Ⅷ
蝶
趣
阯
蹴
）
及
び

特
約
（
叫
叶
砺
織
珊
趾
峨
峨
粥
約
」
）
に
基
づ
く
ラ
イ
バ
ル
会
社
の

営
業
等
の
差
止
請
求
を
め
ぐ
っ
て
、
競
業
避
止
義
務
特
約
に
関
し

て
は
特
約
の
有
効
性
の
問
題
と
し
て
、
競
業
避
止
義
務
条
項
に
関

し
て
は
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
の
合
理
性
の
問
題
と
し
て
各
々

の
効
力
の
存
否
を
取
り
扱
っ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
理
論
的
特
徴

は
、
競
業
避
止
義
務
特
約
及
び
競
業
避
止
義
務
条
項
の
有
効
性

（
胎
理
）
と
代
償
措
置
の
要
否
の
関
連
性
に
つ
い
て
従
来
の
学
説
・

裁
判
例
と
異
な
る
独
自
の
法
理
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
競
業
避
止
義
務
の
保
護
の
対
象
が
信
義
則
上
の
営
業
秘

密
保
持
義
務
（
棚
僻
雌
麩
織
務
）
又
は
秘
密
保
持
義
務

（
綱
徽
棚
靴
舗
務
）
で
あ
る
と
き
に
は
、
代
償
措
置
は
競
業
避
止
義

務
特
約
及
び
競
業
避
止
義
務
条
項
の
有
効
要
件
と
は
さ
れ
ず
、
有

効
性
（
胎
理
）
判
断
の
補
完
事
由
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
競
業

避
止
義
務
特
約
と
の
関
連
で
は
、
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義

務
を
保
護
す
る
手
段
と
し
て
の
「
実
定
法
上
の
労
働
契
約
終
了
後

の
競
業
避
止
義
務
」
と
い
う
概
念
が
独
自
の
法
理
を
展
開
す
る
う

え
で
の
キ
イ
タ
ー
ム
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
概
念
を
肯
定

し
う
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

競
業
避
止
特
約
及
び
競
業
避
止
義
務
条
項
の
有
効
性
に
つ
い
て
そ

の
保
護
法
益
の
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
点
は
妥
当
で
あ

る
し
、
ま
た
競
業
避
止
義
務
特
約
及
び
競
業
避
止
義
務
条
項
と
代

償
措
置
の
要
否
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
着
想
は
傾
聴
に
値
す
る
。

二
Ｈ
判
旨
一
一
一
は
、
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
特

約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
理
論
的
前
提
と
し
て
、
⑪
信
義
則
上
の

営
業
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
実
定
法
上
労
働
契
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約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
②
そ

れ
を
理
論
的
基
軸
と
し
て
競
業
避
止
義
務
特
約
の
有
効
性
の
判
断

枠
組
み
及
び
そ
の
な
か
で
の
代
償
措
置
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
判

断
を
し
て
お
り
、
し
か
も
競
業
避
止
義
務
条
項
に
も
「
右
の
理
は

。
：
…
当
て
は
ま
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
決
定
の
総
論

部
分
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
本
決
定
は

従
来
の
学
説
・
裁
判
例
に
は
み
ら
れ
な
い
独
自
の
法
理
を
展
開
す

る
が
、
②
も
⑪
を
前
提
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
⑪
の
立
論
の
是
非

が
本
決
定
を
評
釈
し
て
い
く
う
え
で
決
定
的
に
重
要
と
な
る
。

口
判
旨
三
口
は
㈹
の
立
論
を
次
の
理
論
構
成
に
よ
っ
て
導
き

出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
労
働
者
の
職
務
内
容
が
使
用
者
の

営
業
秘
密
に
関
わ
る
職
務
に
つ
い
て
は
、
労
働
契
約
終
了
後
も
一

定
範
囲
で
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
が
存
続
す
る
、
②
競

業
行
為
が
不
可
避
的
に
営
業
秘
密
の
使
用
を
伴
う
も
の
で
あ
る
か

ぎ
り
、
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
競
業
避
止

義
務
が
肯
定
さ
れ
る
、
③
不
正
競
争
防
止
法
は
労
働
契
約
終
了
後

の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
す
べ
き
場
合
の
要
件
と
効
果
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義

務
が
肯
定
さ
れ
る
、
と
。
こ
れ
ら
の
三
点
と
も
論
者
に
よ
っ
て
見

解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ

ア
ブ
ｏ口
ま
ず
①
の
労
働
契
約
終
了
後
も
営
業
秘
密
保
持
義
務
が
存

続
す
る
か
に
つ
い
て
、
一
九
九
○
年
（
柾
」
法
）
と
一
九
九
三
年

（
酔
痙
法
）
の
営
業
秘
密
に
関
す
る
不
正
競
争
防
止
法
の
改
正
（
脚

処
聯
放
海
川
畑
誌
趣
垳
ご
以
前
に
は
、
就
業
規
則
又
は
特
約
に
よ
る

明
示
の
約
定
が
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
、
営
業
秘
密
保
持
義
務
の
存

（
１
）

続
を
認
め
な
い
見
解
に
対
し
て
、
労
働
契
約
終
了
後
も
信
義
則
上

「
雇
用
関
係
の
継
続
中
に
知
り
え
た
業
務
上
や
技
術
上
の
秘
密
を

（
り
こ

不
当
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
」
を
負
う
と
い
う
見
解
が
有

力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
法
的
状
況
の
な
か
で
不
正

競
争
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
同
法
二
条
一
項
七
号
は
労
働
契
約
終

了
後
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
の
存
続
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な

（
、
ｊ
）

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
不
正
競
争
防
止
法
一
一
条
一
項
七
号
は
、
使
用

者
か
ら
示
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
使
用
又
は
開
示
す
る
行
為
の
違
法

性
の
主
観
的
要
件
を
「
不
正
の
競
業
そ
の
他
の
不
正
の
利
益
を
図

る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
与
え
る
目
的
」
と
限
定

し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
不
正
」
を
同
法
の
立
案
者
は
、
信

義
則
上
の
義
務
に
著
し
く
反
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
契
約
の
終
了

後
に
お
い
て
も
こ
の
義
務
は
存
続
す
る
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
労
働
者
が
使
用
者
か
ら
示
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
労
働
契

約
終
了
後
に
お
い
て
も
使
用
又
は
開
示
し
な
い
信
義
則
上
の
義
務

を
負
う
こ
と
が
「
不
正
」
の
判
断
の
論
理
的
前
提
と
さ
れ
る
と
と

も
に
、
そ
の
具
体
的
判
断
基
準
と
も
な
る
。
さ
ら
に
、
労
働
者
が

労
働
契
約
上
の
付
随
義
務
と
し
て
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
に
違
反

し
た
場
合
、
使
用
者
が
こ
れ
に
対
し
て
差
止
請
求
を
な
し
う
る
か

（
１
５
）

に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
ブ
Ｃ
た
め
、
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義

（
員
皿
）

務
違
反
に
対
し
て
特
に
差
止
請
求
権
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
信
義
則
上
の
営
業
秘
密

保
持
義
務
が
労
働
契
約
終
了
後
も
存
続
す
る
こ
と
が
実
定
法
上
認

知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
そ
の
こ
と
を

前
提
と
し
て
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
が
労
働
契
約
終
了

後
も
存
続
す
る
こ
と
を
論
ず
る
実
益
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
議
論

（か、Ｕ〉

の
焦
点
が
移
り
つ
つ
あ
る
が
、
と
も
か
く
①
は
不
正
競
争
防
止
法

改
正
後
の
法
的
状
況
の
な
か
で
出
る
べ
く
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と

（
〒
Ｉ
）

い
シ
え
卜
一
シ
フ
○

四
次
に
②
は
、
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す

る
手
段
と
し
て
実
定
法
上
の
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務

を
肯
定
し
て
い
る
。
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
の
法
的

根
拠
に
つ
い
て
は
、
在
職
中
に
お
け
る
信
義
則
上
の
競
業
避
止
義

務
は
、
労
働
契
約
の
終
了
と
と
も
に
消
滅
し
、
就
業
規
則
又
は
特

約
に
よ
っ
て
明
示
的
に
約
定
さ
れ
、
し
か
も
労
働
者
の
職
業
選
択

の
自
由
へ
の
配
慮
か
ら
合
理
的
範
囲
内
に
お
い
て
競
業
避
止
義
務

（
ｕ
⑪
）

が
肯
定
さ
れ
ブ
○
と
す
る
通
説
・
裁
判
例
と
、
労
働
契
約
終
了
後
も（
ｎ
Ｊ
）

信
義
則
上
〈
ロ
理
的
な
範
囲
内
に
お
い
て
存
続
す
る
と
い
う
少
数
説

と
に
分
か
れ
て
い
る
。
判
旨
の
特
徴
が
、
こ
れ
を
「
実
定
法
」
に

求
め
た
点
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
労
働
契

約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
の
法
的
根
拠
を
何
に
求
め
る
か
と
い

う
問
題
を
ひ
と
ま
ず
置
く
と
、
営
業
秘
密
が
競
業
避
止
義
務
の
保

護
法
益
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
学
説
・
裁
判
例

（
川
）

に
お
い
て
異
至
訓
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
特
約
上
の
営
業

秘
密
保
持
義
務
と
競
業
避
止
義
務
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
「
秘
密
保
持
義
務
を
実
質
的
に
担
保
す
る
た
め
に
退
職
後
の

一
定
期
間
、
競
業
避
止
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
適
法
。
有
効
と

（
Ⅲ
）

解
す
る
」
と
述
べ
る
裁
判
例
も
既
に
出
さ
れ
て
お
り
、
②
は
そ
の

延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

国
何
と
い
っ
て
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
信
義
則
上
の
営
業
秘

密
保
持
義
務
を
保
護
の
対
象
と
す
る
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避

止
義
務
を
実
定
法
上
肯
定
す
べ
き
要
件
と
効
果
を
明
ら
か
に
し
た

の
が
不
正
競
争
防
止
法
で
あ
る
と
し
た
③
の
問
題
提
起
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
不
正
競
争
防
止
法
の
立
案
者
が
、
同
法
二
条
一
項
七

号
に
い
う
「
不
正
の
競
業
」
を
典
型
的
な
不
正
競
争
行
為
と
考
え

（
旧
）

て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
労
働
契
約
終
了
後
に
お
け
る

「
不
正
の
競
業
」
に
対
し
て
、
使
用
者
は
代
償
措
置
が
な
く
と
も

差
止
請
求
が
な
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
不
正
競
争
防
止
法
が
信
義
則
上
の
営

業
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
労
働
契
約
終
了
後
の

競
業
避
止
義
務
を
肯
定
す
べ
き
場
合
の
要
件
と
効
果
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
と
い
い
う
る
の
か
は
、
同
法
の
要
件
と
効
果
に
照
ら
し

て
疑
問
で
あ
る
。

第
一
に
要
件
と
の
関
連
で
は
、
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義

務
と
不
正
競
争
防
止
法
と
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
営
業
秘
密
の
内

容
は
同
一
な
の
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
不
正
競
争
防
止
法
は
、
労

働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
、
①
営
業
秘
密

を
定
義
し
（
緬
雌
に
）
、
②
使
用
又
は
開
示
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
営

業
秘
密
を
「
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
場
合
」
（
刊
卿
』
聯
）
に
限
定

し
て
い
る
。
ま
ず
①
に
関
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
上
の
営
業
秘
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密
と
は
、
秘
密
管
理
性
、
有
用
性
、
非
公
知
性
の
三
要
件
を
充
た

す
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
信
義

則
上
の
営
業
秘
密
は
、
必
ず
し
も
三
要
件
を
充
た
さ
な
い
、
例
え

ば
秘
密
管
理
性
を
欠
く
営
業
秘
密
に
相
当
す
る
情
報
も
こ
れ
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
②
に
関
し
て
使
用
者
か
ら
「
示
さ
れ

た
」
場
合
を
営
業
秘
密
の
帰
属
要
件
と
捉
え
る
場
合
に
は
、
信
義

則
上
の
営
業
秘
密
と
異
な
っ
て
考
え
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
れ
を
文
言
通
り
に
解
す
る
と
、
使
用
者
か
ら
「
示
さ

れ
た
」
の
で
は
な
い
労
働
者
が
職
務
遂
行
上
取
得
し
た
営
業
秘
密

に
つ
い
て
は
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
七
号
の
不
正
競
争
行
為

（
Ｂ
）

は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務

に
よ
り
保
護
さ
れ
る
営
業
秘
密
に
は
、
使
用
者
か
ら
示
さ
れ
た
営

業
秘
密
に
か
ぎ
ら
れ
ず
、
労
働
契
約
関
係
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
知

（
Ⅱ
）

り
得
た
全
て
の
情
報
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
信

義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
と
不
正
競
争
防
止
法
上
の
営
業
秘

密
と
は
同
一
で
な
く
、
後
者
は
前
者
に
要
件
上
の
し
ぼ
り
を
か
け

て
限
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
正

競
争
防
止
法
が
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
保
護
の
対
象

と
し
て
い
る
か
の
如
き
判
旨
は
、
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

第
二
に
法
的
効
果
と
の
関
連
で
は
、
不
正
競
争
防
止
法
上
の
差

止
は
、
競
業
避
止
義
務
違
反
の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
差
止
と
同
一

の
内
容
を
有
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
営
業
秘
密
を
保
護
法
益
と
す

る
競
業
禁
止
特
約
を
例
に
と
っ
て
考
え
る
と
、
競
業
禁
止
特
約
は

営
業
秘
密
を
保
護
す
る
た
め
に
、
実
際
に
営
業
秘
密
が
使
用
又
は

開
示
さ
れ
る
か
に
関
係
な
く
、
労
働
者
の
職
業
活
動
や
営
業
活
動

そ
れ
自
体
を
一
般
的
・
包
括
的
に
直
接
禁
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
締
結
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
競
業
避
止
義
務
に
違
反
し
た

場
合
に
は
、
労
働
者
の
職
業
活
動
や
営
業
活
動
そ
れ
自
体
が
差
止

請
求
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
上
の

差
止
は
、
労
働
者
の
職
業
活
動
や
営
業
活
動
が
使
用
者
か
ら
示
さ

れ
た
営
業
秘
密
を
不
正
に
利
用
又
は
開
示
し
て
行
わ
れ
て
い
る
場

合
、
営
業
秘
密
の
利
用
又
は
開
示
行
為
と
労
働
者
の
職
業
活
動
や

営
業
活
動
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
労
働

者
の
職
業
活
動
や
営
業
活
動
そ
れ
自
体
を
差
し
止
め
る
こ
と
は
、

営
業
秘
密
の
保
有
者
の
保
護
と
し
て
過
大
と
な
り
、
過
度
に
競
争

を
萎
縮
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
営
業
秘
密
の
使
用
又
は

開
示
行
為
が
差
し
止
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
解
さ
れ
て

（
旧
）

い
る
。
い
わ
ば
、
営
業
秘
密
を
保
護
法
益
と
し
て
そ
の
使
用
又
は

開
示
の
禁
止
を
目
的
と
す
る
営
業
秘
密
保
持
特
約
に
違
反
し
た
場

合
の
履
行
請
求
と
同
一
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
不
正
競
争
防
止
法
は
、
そ
の
法
的
効
果
の
側
面
か
ら
み
て

も
、
競
業
避
止
義
務
を
実
定
法
化
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
信
義
則

上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
実
定
法
上
認
知
し
た
と
み
る
ほ
う
が

（
旧
）

妥
当
で
あ
ろ
う
。

’
一
一
Ｈ
二
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
考
え
る
１
気
実
定
法
上
労
働

契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
競
業
避
止
義
務
特
約
の
有
効
性
の
判
断
枠
組
み
と
そ
こ
で
の
代

償
措
置
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
判
示
を
し
た
判
旨
三
口
は
、
そ
の

立
論
の
前
提
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
判
旨

が
、
競
業
避
止
義
務
特
約
の
有
効
性
判
断
に
あ
た
っ
て
、
実
定
法

上
の
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
を
確
認
的
に
約
定
し
た

競
業
避
止
義
務
特
約
と
競
業
避
止
義
務
を
合
意
に
よ
っ
て
創
出
す

る
創
設
的
特
約
と
に
分
類
し
、
前
者
で
は
代
償
措
置
を
有
効
性
判

断
の
補
完
的
事
由
と
し
、
後
者
で
は
有
効
要
件
と
す
る
着
想
は
傾

聴
に
値
す
る
。
け
だ
し
、
不
正
競
争
防
止
法
に
い
う
「
不
正
の
競

業
」
の
場
合
に
は
、
代
償
措
置
な
く
し
て
差
止
請
求
が
認
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
競
業
避
止
義
務
特
約
の
有
効
性
に
関

す
る
判
断
枠
組
み
の
な
か
に
組
み
込
も
う
と
し
た
理
論
的
志
向
こ

そ
が
、
ま
さ
に
本
決
定
の
核
心
部
分
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。ロ
判
旨
一
一
一
口
は
、
競
業
避
止
義
務
特
約
と
し
て
次
の
一
一
一
類
型

を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑪
営
業
秘
密

の
不
正
使
用
の
防
止
を
目
的
と
す
る
特
約
、
②
営
業
秘
密
に
あ
た

ら
な
い
労
働
者
が
職
務
上
知
り
得
た
機
密
情
報
の
使
用
防
止
を
目

的
と
す
る
特
約
、
③
労
働
者
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
企
業
イ
メ
ー

ジ
の
崩
壊
防
止
や
労
働
者
の
競
業
に
よ
る
不
利
益
の
防
止
を
目
的

と
す
る
特
約
、
と
に
で
あ
る
。
判
旨
四
五
を
も
視
野
に
入
れ
て

推
察
す
る
に
、
本
決
定
は
、
特
約
の
類
型
と
そ
の
有
効
性
の
判
断

枠
組
み
を
、
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す
る
手
段

と
し
て
実
定
法
上
の
競
業
避
止
義
務
を
確
認
的
に
約
定
し
た
⑪
及

び
信
義
則
上
の
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
確
認
的

に
約
定
し
た
②
（
鮴
州
樅
示
噸
莚
扣
臘
輕
師
鯛
噸
鉋
有
鮒
鮒
嚇
鵬
噸
畝
伽
即

鮴
詑
噸
喋
Ⅷ
剛
蝋
噸
職
願
、
吻
肋
生
榊
榊
鉦
汕
州
断
枠
）
に
つ
い
て
は
、
競

業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
保
護
法
益
に
照
ら
し
て
「
必
要
か
つ
相

当
な
限
度
」
で
競
業
避
止
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
判

断
さ
れ
、
そ
の
判
断
に
お
け
る
代
償
措
置
は
有
効
性
の
判
断
枠
組

み
に
お
け
る
補
完
事
由
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
使
用

者
の
利
益
確
保
の
た
め
に
特
約
に
よ
り
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務

を
負
担
す
る
③
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
保
護
法
益
に
照
ら
し
て

「
競
業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
か
つ
、
十
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
」

と
捉
え
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
競
業
避
止
義

務
特
約
の
保
護
法
益
い
か
ん
に
よ
っ
て
そ
の
有
効
性
の
判
断
枠
組

み
が
異
な
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
重
要
な
こ
と
は
、
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
又
は
秘
密

保
持
義
務
を
保
護
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
担

保
す
る
手
段
と
し
て
営
業
秘
密
保
持
特
約
又
は
秘
密
保
持
特
約
で

は
な
く
、
競
業
避
止
義
務
特
約
が
想
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
を
担
保
す
る
手
段
と

し
て
実
定
法
上
の
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
と
い
う
概

念
を
設
定
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
本
決
定
が
混
同
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
の
は
、
営
業
秘
密
等
を
保
護
す
る
手
段
と
し

て
の
営
業
秘
密
保
持
特
約
又
は
秘
密
保
持
特
約
と
競
業
避
止
義
務

特
約
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
営
業

秘
密
保
持
特
約
又
は
秘
密
保
持
特
約
と
競
業
避
止
義
務
特
約
と
に



報
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
法
益
が
同
一
で
あ
り
、
両
者
が
労
働
者
の
職

時
業
選
択
の
自
由
に
制
約
的
に
機
能
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
と
し

伊
て
も
、
そ
の
制
約
の
程
度
の
差
異
こ
そ
が
両
者
の
有
効
性
の
判
断

半
枠
組
み
に
お
け
る
代
償
措
置
の
位
置
づ
け
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば

腸
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
使
用
者
の

Ⅳ
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
を
保
護
す
る
特
約
を
分
類
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
類
型
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

口
す
な
わ
ち
、
①
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
っ
て
実
定
法
上
認

知
さ
れ
た
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
に
反
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
又
は
そ
れ
を
確
認
的
に
約
定
し
た
営
業
秘
密
保
持
特
約
、

②
①
に
該
当
し
な
い
営
業
秘
密
や
使
用
者
の
保
護
に
値
す
る
機
密

情
報
餉
藷
“
）
の
使
用
又
は
開
示
を
禁
止
す
る
機
密
情
報
保
持
特

約
、
③
営
業
秘
密
や
機
密
情
報
を
保
護
法
益
と
す
る
競
業
禁
止
特

約
、
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
約
の
有
効
性
と
代
償
措
置
の

要
否
に
つ
い
て
い
え
ば
、
①
と
②
に
お
い
て
代
償
措
置
は
有
効
要

件
で
は
な
く
、
有
効
性
判
断
の
補
完
事
由
と
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、
③
に
お
い
て
は
有
効
要
件
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
ま
ず
①

は
、
代
償
措
置
な
く
し
て
差
止
請
求
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

保
護
法
益
で
あ
る
「
営
業
秘
密
の
保
護
が
職
業
選
択
の
自
由
と
抵

（
Ⅳ
）

触
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
次
に
②
は
、
職
業

選
択
の
自
由
を
機
密
情
報
の
使
用
又
は
開
示
を
し
な
い
と
い
う
点

で
の
み
制
限
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
代
償
措
置
は
特

約
の
有
効
性
判
断
に
お
け
る
利
益
衡
量
の
補
完
的
要
素
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
③
は
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
の
コ
ロ
ラ
リ

田
１
と
し
て
の
職
業
活
動
・
営
業
活
動
又
は
転
職
の
自
由
そ
れ
自
体

号
を
制
限
・
禁
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
労
働
者
の
生
活
手
段
を
奪
い
、

州
不
当
な
不
利
益
を
労
働
者
に
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

論
対
価
と
な
る
代
償
措
置
は
有
効
要
件
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

（
肥
）

僻
る
。
こ
の
よ
う
に
競
業
避
止
特
約
は
類
型
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

剛
て
、
そ
の
有
効
性
評
価
の
判
断
枠
組
み
に
お
け
る
代
償
措
置
の
位

置
づ
け
に
関
す
る
本
決
定
の
着
想
は
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

Ⅳ
考
え
ら
れ
る
。

２

四
Ｈ
判
旨
五
Ｈ
は
、
判
旨
三
口
の
部
分
を
さ
ら
に
敷
術
し
て

い
る
。
競
業
避
止
義
務
特
約
の
有
効
性
の
判
断
枠
組
み
に
関
し
て

判
旨
三
口
及
び
五
Ｈ
は
、
競
業
避
止
義
務
特
約
の
保
護
法
益
が
信

義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
か
そ
れ
以
外
の
使
用
者
の
事
業
活

動
上
の
利
益
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
枠
組
み
を
組
み
立
て
て
い

る
。
判
旨
三
日
で
想
定
さ
れ
て
い
る
競
業
避
止
義
務
特
約
の
類
型

（
龍
煕
）
に
即
し
て
考
え
る
と
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
⑪
及
び

②
に
つ
い
て
は
、
競
業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
保
護
法
益
に
照
ら

し
て
「
必
要
か
つ
相
当
な
限
度
」
で
競
業
避
止
義
務
が
課
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
、
そ
の
判
断
に
お
け
る
代
償
措
置
は

有
効
性
の
判
断
枠
組
み
に
お
け
る
補
完
事
由
と
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
利
益
確
保
の
た
め
に
特
約
に
よ
り
退
職

後
の
競
業
避
止
義
務
を
負
担
す
る
③
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
保

護
法
益
に
照
ら
し
て
「
競
業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小
限

度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
か
つ
、
十
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て
い

る
こ
と
を
要
す
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
判
旨
五
Ｈ
の
側
の
判

断
枠
組
み
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
使
用
者
の
事
業
活
動
上
の
利

益
一
般
が
競
業
避
止
義
務
特
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
正
当
な
利

益
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
③
は
そ
も
そ
も
競
業
避
止
義
務
特

（
旧
〉

約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
存
在
せ
ず
、

公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
本
決

定
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
は
労
働
者
の

職
業
選
択
の
自
由
を
制
限
し
、
「
使
用
者
が
定
め
る
契
約
内
容
に

従
っ
て
付
従
的
に
契
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
立
た
さ

れ
る
の
が
実
情
」
（
椒
螂
肋
伽
梛
梛
等
．
）
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

競
業
避
止
義
務
特
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
使
用
者
の
正
当
な
利

益
が
存
在
す
る
こ
と
が
労
働
者
に
競
業
避
止
義
務
を
課
す
こ
と
の

不
利
益
を
受
忍
さ
せ
る
最
低
限
の
要
請
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
既
に
、
競
業
避
止
義
務
特
約
に
関
し
て
、
「
傭
主
の

利
益
を
保
護
す
る
必
要
に
つ
き
特
段
の
事
由
の
認
め
ら
れ
な
い

（
場
合
）
に
お
い
て
は
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
」
と
判

（
卯
）

一
示
す
る
裁
判
例
が
あ
る
が
、
こ
の
趣
］
曰
か
ら
で
あ
る
と
解
さ
れ

る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
労
働
契
約
上
の
競
業
避
止
義
務
特
約
で

述
べ
た
考
え
方
は
、
役
員
と
し
て
の
地
位
に
伴
う
委
任
契
約
に
も

あ
て
は
ま
る
と
し
、
昭
の
監
査
役
の
職
務
内
容
と
の
関
連
で
「
使

用
者
の
確
保
し
よ
う
と
す
る
利
益
が
何
か
自
体
明
ら
か
で
な
く
」

と
述
べ
た
う
え
で
、
競
業
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
に
と
ど

ま
っ
て
お
ら
ず
、
か
つ
十
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て
い
な
い
と
し

て
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
と
す
る
が
、
競
業
避
止
義
務
特
約
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
存
在
し
な
い
以
上

当
然
の
結
論
で
あ
る
。

口
次
に
⑪
の
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
競
業
避

止
義
務
特
約
の
有
効
性
の
判
断
枠
組
み
は
、
代
償
措
置
を
補
完
的

事
由
と
し
て
で
は
な
く
、
有
効
要
件
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
代
償

措
置
に
関
し
て
前
述
し
た
こ
と
（
鑓
㈱
）
を
若
干
敷
術
し
て
お
く

な
ら
ば
、
競
業
避
止
義
務
特
約
は
、
使
用
者
の
利
益
の
た
め
に
退

職
後
の
労
働
者
に
競
業
避
止
義
務
を
課
す
る
片
務
・
無
償
契
約
で

は
な
く
、
競
業
避
止
義
務
と
代
償
措
置
と
の
対
価
的
交
換
関
係
で

あ
り
、
有
償
・
双
務
契
約
と
し
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で

（
別
）

あ
る
。
た
だ
し
、
代
償
措
置
に
は
、
金
銭
の
み
な
ら
ず
、
継
続
雇

用
の
保
障
、
技
術
の
供
与
又
は
労
働
条
件
全
体
等
の
有
形
無
形
の

対
価
が
こ
れ
に
含
ま
れ
、
そ
の
締
結
時
期
又
は
競
業
避
止
義
務
特

約
を
締
結
し
て
い
な
い
労
働
者
と
の
比
較
に
よ
っ
て
労
働
者
の
不

利
益
の
程
度
に
見
合
っ
た
対
価
関
係
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
る
。

（
”
｛
）

と
は
い
え
、
消
極
的
反
対
給
付
は
代
償
に
は
含
ま
れ
な
い
。
代
償

措
置
に
関
す
る
点
を
除
け
ば
、
⑪
の
判
断
枠
組
み
と
そ
の
具
体
的

判
断
基
準
は
、
競
業
避
止
義
務
特
約
の
使
用
者
に
と
っ
て
の
必
要

性
Ⅱ
保
護
法
益
の
存
在
と
特
約
に
よ
っ
て
被
る
労
働
者
の
不
利
益

の
程
度
と
を
利
益
衡
量
の
基
本
と
し
な
が
ら
、
労
働
者
の
地
位
・

職
務
や
約
定
内
容
の
合
理
性
・
相
当
性
を
勘
案
し
て
両
者
の
均
衡

点
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
差
止
請
求
事
件
に
お
け
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
で
あ
る
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ

（
幻
）

ド
事
件
判
決
と
当
事
者
間
の
利
益
調
整
の
基
本
的
視
点
は
ほ
ぼ
軌

を
一
に
し
て
い
る
。
皿
に
対
す
る
具
体
的
適
用
も
妥
当
で
あ
る
と
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思
わ
れ
る
。

③
判
旨
五
口
及
び
一
は
、
競
業
行
為
の
差
止
請
求
の
要
件
と

し
て
、
前
労
働
者
の
競
業
行
為
に
よ
り
使
用
者
が
営
業
上
の
利
益

を
現
に
侵
害
さ
れ
又
は
侵
害
さ
れ
る
具
体
的
な
お
そ
れ
が
あ
り
、

こ
の
実
体
的
要
件
を
許
容
し
な
い
内
容
の
特
約
は
公
序
良
俗
に
反

し
無
効
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
が
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

五
判
旨
四
は
、
就
業
規
則
に
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止

義
務
条
項
を
新
設
し
た
こ
と
を
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
判
例
法
理
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
た
就
業
規
則
の
不

利
益
変
更
を
め
ぐ
る
合
理
性
の
判
断
枠
組
み
を
具
体
的
に
適
用
す

る
事
例
的
判
断
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
理
論
的
特
徴
は
、
労
働
契

約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
条
項
が
、
退
職
後
の
労
働
者
の
職
業

選
択
の
自
由
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賃
金
や
退
職
金
と
な

ら
ぶ
「
労
働
者
に
と
っ
て
重
要
な
権
利
」
と
捉
え
ら
れ
、
「
当
該

条
項
が
、
そ
の
よ
う
な
不
利
益
を
労
働
者
に
法
的
に
受
忍
さ
せ
る

こ
と
を
許
容
で
き
る
だ
け
の
高
度
の
必
要
性
に
基
づ
い
た
合
理
的

な
内
容
の
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま

た
、
判
旨
三
口
と
の
関
連
で
は
、
就
業
規
則
条
項
の
合
理
性
判
断

に
も
「
右
の
理
は
…
…
当
て
は
ま
る
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
営
業

秘
密
保
持
義
務
及
び
実
定
法
上
の
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止

義
務
と
い
う
概
念
は
こ
こ
で
は
使
用
さ
れ
ず
、
秘
密
保
持
義
務
及

び
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
条
項
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
競
業
避
止
義
務
条
項
の
新
設
の

効
力
に
関
連
し
て
、
実
定
法
上
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義

務
を
肯
定
し
う
る
場
合
の
競
業
避
止
義
務
特
約
の
有
効
性
の
判
断

枠
組
み
と
な
ぜ
同
一
の
内
容
と
な
る
の
か
、
本
決
定
の
論
旨
は
補

足
し
難
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
決
定
の
論

理
構
成
か
ら
す
れ
ば
、
契
約
な
く
し
て
実
定
法
上
労
働
契
約
終
了

後
の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
し
う
る
か
ら
こ
そ
、
競
業
避
止
義
務

特
約
の
有
効
性
判
断
に
お
い
て
代
償
措
置
は
補
完
事
由
と
さ
れ
る

の
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
生
ず
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
点
を
ひ
と
ま
ず
置
く
な
ら
ば
、
判
旨
四
口
で
認
定

さ
れ
て
い
る
「
営
業
秘
密
に
相
当
す
る
」
情
報
及
び
「
営
業
秘
密

に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
保
誰
に
価
す
る
企

業
秘
密
」
を
保
謹
法
益
と
す
る
競
業
避
止
義
務
特
約
は
否
認
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
し
、
競
業
避
止
義
務
条
項
の
有
効
性
を
そ
の
保

護
法
益
の
観
点
か
ら
限
定
解
釈
す
る
合
理
性
の
判
断
枠
組
み
も
ほ

ぼ
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
代
償
措
置
に
つ
い
て

は
、
本
決
定
の
論
理
構
成
か
ら
し
て
も
疑
問
が
残
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
砥
に
は
本
件
競
業
避
止
義
務
条
項
の
適
用

は
な
い
と
さ
れ
、
Ｍ
に
つ
い
て
は
そ
の
適
用
は
あ
る
が
、
本
件
覚

書
に
定
め
ら
れ
た
合
意
の
と
お
り
事
前
に
Ｘ
社
と
協
議
し
て
競
業

行
為
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
本
件
競
業
避
止
義
務
条
項
の
適
用
を

免
除
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（
劃
鵬
）
。
と
す
る
な
ら
ば
、

判
旨
一
一
一
と
理
論
的
に
整
合
し
な
い
判
示
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
１
）
三
島
宗
彦
「
労
働
者
・
使
用
者
の
権
利
義
務
」
「
新
労
働

法
講
座
７
」
（
一
九
六
六
年
）
一
三
九
頁
、
山
口
俊
夫
「
労
働

者
の
競
業
避
止
義
務
ｌ
特
に
労
働
契
約
終
了
後
の
法
律
関
係

に
つ
い
て
ｌ
」
石
井
照
久
先
生
追
悼
論
集
二
九
七
四
年
）

四
一
七
頁
、
和
田
肇
「
労
働
市
場
の
流
動
化
と
労
働
者
の
守

秘
義
務
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
六
二
号
五
二
頁
（
’
九
九
○
年
）
。

（
２
）
我
妻
栄
『
債
権
各
論
中
巻
』
（
一
九
六
二
年
）
五
六
八
’

五
六
九
頁
。

（
３
）
通
産
省
知
的
財
産
政
策
室
監
修
「
営
業
秘
密
』
二
九
九

○
年
）
八
九
頁
。

（
４
）
北
川
善
太
郎
『
契
約
責
任
の
研
究
」
（
一
九
六
三
年
）
九

三
頁
、
前
田
達
明
『
口
述
債
権
総
論
〔
第
一
一
一
版
）
』
（
一
九
九

一
一
一
年
）
’
一
二
’
一
一
一
二
頁
。

（
５
）
鎌
田
薫
「
営
業
秘
密
の
保
護
と
民
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九

六
一
一
号
一
一
一
三
頁
（
一
九
九
○
年
）
。

（
６
）
不
正
競
争
防
止
法
の
改
正
に
よ
っ
て
退
職
後
の
信
義
則

上
の
秘
密
保
持
義
務
は
そ
の
使
命
を
終
え
た
と
す
る
小
畑
史

子
「
営
業
秘
密
の
保
護
と
雇
用
関
係
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌

三
八
四
号
四
八
頁
（
’
九
九
一
年
）
、
土
田
道
夫
「
労
働
市
場

の
流
動
化
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
（
上
ヒ
ジ
ュ
リ
ス
ト
’
○
四

○
号
五
四
頁
（
’
九
九
四
年
）
に
対
し
て
、
こ
れ
を
論
じ
う

る
余
地
が
あ
る
と
す
る
田
村
善
之
「
不
正
競
争
法
概
説
』
二

九
九
四
年
）
二
四
七
’
二
四
八
頁
、
あ
る
い
は
契
約
終
了
後

も
信
義
則
に
基
づ
く
保
護
義
務
と
し
て
存
続
す
る
と
す
る
北

川
善
太
郎
『
債
権
各
論
〔
第
２
版
〕
民
法
講
要
Ⅳ
」
二
九
九

三
年
）
七
六
頁
、
金
井
高
志
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
お

け
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
秘
密
保
持
義
務
及
び
競
業
避
止

義
務
ｌ
附
随
義
務
論
、
不
正
競
争
防
止
法
及
び
独
占
禁
止
法

を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
三
七
頁
（
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。

（
７
）
改
正
不
正
競
争
防
止
法
が
適
用
さ
れ
る
以
前
の
行
為
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
従
業
員
兼
取
締
役
が
在
職
中
知
り
え

た
製
造
技
術
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
退
任
後
中
国
に
輸
出
す

る
契
約
を
し
た
行
為
の
不
法
行
為
責
任
を
肯
定
し
た
事
案
に

お
い
て
、
従
業
員
や
取
締
役
が
退
職
、
退
任
に
よ
る
契
約
関

係
終
了
後
も
信
義
則
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
が
存
続
し
て

い
る
と
し
た
、
一
一
一
和
化
工
事
件
・
大
阪
地
判
平
六
・
一
二
・
二

六
判
時
一
五
五
三
号
一
一
一
一
一
一
一
頁
が
あ
る
。

（
８
）
幾
代
通
『
新
版
注
釈
民
法
（
Ｍ
）
」
二
九
八
九
年
）
四

七
頁
、
我
妻
・
前
掲
注
（
２
）
書
五
九
五
頁
、
外
尾
健
一
「
採

用
・
配
転
・
出
向
・
解
雇
』
（
労
働
法
実
務
体
系
９
）
二
九
七

一
年
）
二
七
七
頁
、
本
多
淳
亮
「
労
働
契
約
・
就
業
規
則
」

二
九
八
一
年
）
七
五
’
七
七
頁
、
山
口
・
前
掲
注
（
１
）
論

文
四
二
九
’
四
一
一
一
二
頁
、
有
泉
亨
『
労
働
基
準
法
』
（
一
九
六

七
年
）
一
二
二
頁
、
土
田
道
夫
「
労
働
者
の
転
職
・
引
き
抜
き

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
自
由
と
正
義
四
一
巻
六
号
一
一
一
五
’
三
六

頁
、
裁
判
例
は
例
外
な
く
労
働
契
約
上
の
明
示
の
根
拠
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岩
村
正
彦

「
兼
職
禁
止
と
競
業
避
止
義
務
」
「
労
働
法
の
争
点
〔
新

版
〕
』
’
八
七
頁
二
九
九
○
年
）
参
照
。

（
９
）
醗
岡
一
夫
「
ノ
ウ
・
ハ
ウ
の
防
衛
Ｉ
雇
用
関
係
終
了
後
の

競
業
禁
止
ｌ
」
日
本
工
業
所
有
権
法
学
会
年
報
五
号
三
六
頁

（
’
九
八
二
年
）
、
樫
原
義
比
古
「
労
働
者
の
退
職
後
に
お
け

る
競
業
禁
止
に
関
す
る
契
約
」
中
川
淳
先
生
還
暦
祝
賀
論
集

『
民
事
責
任
の
現
代
的
課
題
』
二
九
八
九
年
）
四
四
九
’

四
五
○
頁
。

（
Ⅷ
）
後
藤
清
『
転
職
の
自
由
と
企
業
秘
密
の
防
衛
』
二
九
七

四
年
）
六
三
頁
、
土
田
・
注
（
６
）
論
文
五
四
頁
、
石
橋
洋

「
会
社
間
労
働
異
動
と
競
業
避
止
義
務
」
日
本
労
働
法
学
会

誌
八
四
号
二
六
頁
（
’
九
九
四
年
）
、
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ

ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
・
奈
良
地
判
昭
四
五
・
一
○
・
二
三
判

時
六
二
四
号
七
八
頁
。

（
Ⅱ
）
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
・
奈
良
地
判

昭
四
五
・
一
○
・
二
一
一
一
判
時
六
二
四
号
七
八
頁
。

（
、
）
通
産
省
知
的
財
産
政
策
室
監
修
・
前
掲
注
（
３
）
書
八
八

頁
。

（
田
）
渋
谷
達
紀
「
営
業
秘
密
の
保
護
」
法
曹
時
報
四
五
巻
二
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追
記
脱
稿
後
、
本
件
の
判
例
研
究
と
し
て
、
土
田
道
夫

「
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
と
差
止
請
求
の
可
否
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
○
九
七
号
一
四
二
頁
、
高
橋
賢
司
「
退
職
後
の
競
業
避
止

義
務
と
差
止
請
求
」
労
判
六
九
七
号
二
一
一
頁
が
出
さ
れ
て
い
る
。

野
田
進
「
労
働
力
移
動
と
競
業
避
止
義
務
」
季

六
○
号
五
七
’
五
八
頁
二
九
九
一
年
）
参
照
。

（
閉
）
奈
良
地
判
昭
四
五
・
’
○
・
二
一
一
一
判
時
六
二
一

（
Ⅲ
）
同
旨
、
土
田
・
前
掲
注
（
６
）
論
文
五
八
頁
。

（
翌
消
極
的
給
付
も
代
償
に
含
ま
れ
る
と
す
る
学
説
と
し
て
、

野
田
進
「
労
働
力
移
動
と
競
業
避
止
義
務
」
季
刊
労
働
法
一

橘
・
前
掲
注
（
皿
）
論
文
二
六
’
一

（
別
）
原
田
商
店
事
件
・
広
島
地
判
昭
一
一

三
二
号
一
六
頁
。

面
）
何
が
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
使
用
者
の

正
当
な
利
益
と
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
石

（
田
）
筆
者
は
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
に
対
し
て
制
約

的
に
機
能
す
る
特
約
を
競
業
避
止
特
約
と
捉
え
、
合
理
性
判

断
の
対
象
と
な
る
と
解
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
石

（
、
）
同
旨
、
土
田
・
前
掲
注

掲
注
（
６
）
論
文
三
九
頁
。

（
Ⅳ
）
通
産
省
知
的
財
産
政
諾

頁
。

（
巧
）
田
村
・
前
掲
注
（
６
）
書
二
五
六
頁
。

（
、
）
同
旨
、
土
田
・
前
掲
注
（
６
）
論
文
五
四
頁
、
金
井
・
前

号
三
八
○
頁
（
一
九
九
一
一
一
年
）
、
田
村
・
前
掲
注
（
６
）
書
一

四
六
、
二
四
七
頁
、
金
井
・
前
掲
注
（
６
）
論
文
三
九
頁
等
。

（
ｕ
）
金
井
・
前
掲
注
（
６
）
論
文
三
九
頁
。

は
適
法
・
有
効
と
解
す
る
」

解
さ
れ
る
。

フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
判
決
が
、
在
職

中
に
労
働
者
が
修
得
す
る
知
識
・
技
能
を
二
股
的
知
識
・
技

能
」
と
「
使
用
者
の
み
が
有
す
る
特
殊
な
知
識
」
Ⅱ
営
業
上

の
秘
密
と
に
分
類
し
、
前
者
の
活
用
を
禁
ず
る
競
業
避
止
特

約
は
「
単
純
な
競
争
制
限
に
他
な
ら
ず
、
被
用
者
の
職
業
選

択
の
自
由
を
不
当
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
て
公
序
良
俗
に

反
す
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
後
者
を
保
護
す
る
た
め
に
「
技

術
の
中
枢
部
に
タ
ッ
チ
す
る
職
員
に
秘
密
保
持
義
務
を
負
わ

せ
、
又
右
秘
密
保
持
義
務
を
実
質
的
に
担
保
す
る
た
め
の
退

職
後
に
お
け
る
一
定
期
間
競
業
避
止
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と

は
適
法
・
有
効
と
解
す
る
」
と
述
べ
る
の
も
同
趣
旨
で
あ
る
と

断
の
対
象
と
な
る
と
解
し
て
い
る
。
詳
細
に
っ

橋
・
前
掲
注
（
Ⅲ
）
論
文
二
一
頁
以
下
参
照
。

正
当
な
利
益
と
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ

橘
・
前
掲
注
（
皿
）
論
文
一
一
六
’
二
八
頁
参
照
。

原
田
商
店
事
件
・
広
島
地
判
昭
一
一
一
二
・
八
・
二
八
判
時
一

通
産
省
知
的
財
産
政
策
室
監
修
・
前
掲
注
（
３
）
書
九
○

’
○
・
二
一
一
一
判
時
六
二
四
号
七
八
頁
。

６
、－〆

書


